
PVCケミカルリサイクルの技術動向 

1. 海外の研究・実証事例 

本文ポリ塩化ビニル（PVC）は世界で 3 番

目に生産量の多い汎用樹脂である。PVCの C–

Cl 結合を選択的に切断し、炭素骨格を有用な

化学原料へ転換するとともに、塩素の回収・

再利用を図る触媒技術が注目されている。 

 ベルギーの KU Leuven と PVC メーカーの

Vynova は、ZnCl₂を Lewis 酸触媒とする脱塩化

水素と Ru 錯体による水素化を組み合わせた

タンデム反応により、使用済み PVCを 180 °C、

H₂加圧下で脱塩素し、ポリエチレン様の生成

物へ転換する手法を報告した[1]。さらに、米

国 Virginia Tech からは、AlCl₃を用いて 70 °C

という低温で PVC を脱塩素するとともに α-

オレフィンでアルキル化し、ポリオレフィン

系潤滑油基油へ転換する手法が報告された[2]。

また、米国 Oak Ridge 国立研究所は、液体金属

Ga 触媒を用いて 200 °C で PVCを脱塩素し、

水素と炭素材料を製造する手法を報告してい

る[3]。ただし、塩素の生成物への残留や捕捉

剤への固定が生じる場合があり、脱塩素と塩

素資源の回収は区別して評価する必要がある。 

欧州の業界団体 VinylPlus は、難処理 PVC

を廃棄物発電施設で熱分解し、塩素を塩や塩

酸として回収・再利用する RecoChlor プログ

ラムを推進している [4]。米国では、Vinyl 

Institute の支援の下、イスラエルの Plastic Back

社が低温での脱塩素・解重合による PVC油化

技術の実証計画を 2025 年に発表した[5]。英国

では、Halocycle 社や Nottingham 大学により、

マイクロ波加熱を利用した PVCの脱塩素・再

資源化プロセスの開発が進められている[6]。

一方、中国では 2026 年に、Cu 系固定床触媒

を用いて HCl を酸化し塩素を製造する世界初

の工業装置が稼働しており[7]、回収した HCl

を塩素原料へ戻すための技術としても注目さ

れる。 
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